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群）はしていない者（以下，非運動群）に比べて有意に回数が少なかった（33.3±5.5 vs 35.3±4.8, p
＝.02）。また，収縮期血圧では，運動群は非運動群に比べて有意に高く（139.9±21.1 vs 133.7±19.0,
p＝.03），65歳以上の高齢者では，5回立ち座りで，運動群は非運動群に比べて有意に速度が遅かっ































































































































































































































































































































４８ 甲南女子大学研究紀要第 12号 看護学・リハビリテーション学編（2018年 2月）
た。主要な身体機能の特徴は，男性の平均で
は，収縮期血圧が 140.1±16.9 mmHg，握力






















なかった（31.8±5.5 vs 35.8±4.3, p＝.01, 95％
CI＝1.1～6.9）。また，5回立ち座りでは，運動
群（71名）は非運動群（14名）に比べて速度



































































































































表 3 運動頻度別にみた 65歳以上の対象者の身体機能
n＝95※1
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